
央
線
に
ま
だ
特
別
快
速
が
な
か

っ
た
時
代
、
新
宿
駅
か
ら
47
分

の
豊
田
駅
近
く
に
敷
地
面
積
40
万
坪
の

団
地
が
完
成
し
た
。
日
本
住
宅
公
団
が

開
発
し
た
多
摩
平
団
地
で
あ
る
。

　

こ
の
多
摩
平
団
地
の
入
居
が
始
ま
っ

た
の
は
今
か
ら
お
よ
そ
53
年
前
、
1
9

5
8
年
10
月
の
こ
と
だ
。
駅
か
ら
徒
歩

10
分
圏
内
に
賃
貸
住
宅
2
8
0
0
戸
ほ

ど
の
「
町
」
が
出
現
。
敷
地
に
は
幼
稚

園
か
ら
小
中
学
校
、
郵
便
局
、
診
療

所
、
ス
ー
パ
ー
ま
で
が
揃
い
、
日
々
の

暮
ら
し
は
団
地
内
で
完
結
で
き
た
。

　

55
年
に
発
足
し
た
日
本
住
宅
公
団
の

目
的
は
、
深
刻
な
住
宅
不
足
を
解
消
す

る
こ
と
だ
っ
た
。
初
め
て
手
が
け
た
金

岡
団
地
（
大
阪
府
堺
市
、
56
年
4
月
入

居
開
始
）
以
降
、
続
々
と
大
規
模
団
地

を
開
発
し
た
。
と
は
い
え
、
箱
型
の
建

物
が
隙
間
な
く
詰
め
込
ま
れ
た
わ
け
で

は
な
い
。
建
物
と
建
物
の
間
に
は
芝
生

や
植
え
込
み
が
造
ら
れ
、
2
階
建
の
テ

ラ
ス
ハ
ウ
ス
も
建
設
さ
れ
た
。
団
地
に

は
、
効
率
一
辺
倒
で
は
考
え
ら
れ
な
い

ゆ
と
り
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

58
年
10
月
入
居
用
の
多
摩
平
団
地
の

住
宅
よ
り
高
い
。
ス
テ
ー
タ
ス
を
感
じ

な
が
ら
割
高
な
出
費
を
避
け
ら
れ
る

団
地
の
登
場
は
、人
々
を
強
く
惹
き
つ

け
た
。

◆
三
種
の
神
器
と「
ダ
ン
チ
族
」

　

58
年
7
月
20
日
号
の
週
刊
朝
日
に
、

こ
ん
な
特
集
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
新
し
き
庶
民
〝
ダ
ン
チ
族
〞
ア
パ
ー

ト
住
い
の
暮
し
の
手
帖
」

　

記
事
で
は
、
団
地
に
入
居
し
た
「
ダ

ン
チ
族
」
が
「
新
し
い
都
会
の
中
堅
庶

民
層
」
と
定
義
さ
れ
、
そ
の
生
態
が
細

か
く
分
析
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
の

一
つ
に
、
電
化
製
品
の
保
有
状
況
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
あ
る
。
電

気
洗
濯
機
が
2
軒
に
1
台
、
電
気
炊
飯

器
が
3
軒
に
1
台
、
電
気
冷
蔵
庫
に
至

っ
て
は
7
軒
に
1
台
だ
と
い
う
。

　

高
度
経
済
成
長
を
背
景
に
家
庭
電
化

製
品
が
普
及
し
始
め
た
時
代
、
白
黒
テ

レ
ビ
・
電
気
洗
濯
機
・
電
気
冷
蔵
庫
が

三
種
の
神
器
と
呼
ば
れ
た
。
だ
が
、
高

価
な
電
化
製
品
は
、
庶
民
が
簡
単
に
手

に
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

特
に
白
黒
テ
レ
ビ
は
最
も
普
及
が
遅

れ
て
い
た
。
58
年
当
時
の
白
黒
テ
レ
ビ

の
価
格
は
14
型
で
6
万
5
0
0
0
円
程

度
だ
。
53
年
に
発
売
さ
れ
た
当
時
の
約

30
万
円
と
い
う
金
額
に
比
べ
れ
ば
手
が

届
く
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
月

収
の
2
ヶ
月
分
を
超
え
る
出
費
は
負
担

が
大
き
い
。
白
黒
テ
レ
ビ
の
普
及
率
は

58
年
で
15
%
ほ
ど
、
N
H
K
の
受
信
契

約
を
も
と
に
算
出
さ
れ
た
放
送
普
及
率

も
1
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
娯
楽
の
少
な
か
っ
た
時
代

案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
第
1
次
募

集
の
6
8
6
戸
の
う
ち
、7
割
の
4
8
2

戸
に
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
が
あ
る
と

書
か
れ
て
い
る
。

◆
D
K
で「
食
寝
分
離
」へ

　

そ
れ
ま
で
の
庶
民
の
住
宅
は
非
常
に

狭
く
、
茶
の
間
で
食
事
を
し
た
あ
と
に

ち
ゃ
ぶ
台
を
片
付
け
、
同
じ
部
屋
に
布

団
を
敷
く
生
活
だ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し

て
、
新
た
に
登
場
し
た
団
地
に
は
キ
ッ

チ
ン
に
テ
ー
ブ
ル
を
置
く
ス
ペ
ー
ス
が

あ
っ
た
。
こ
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン

を
含
む
2
D
K
と
い
う
間
取
り
が
団
地

の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
戦
後

訴
え
ら
れ
て
き
た
「
食
寝
分
離
」
が
実

現
さ
れ
、
そ
れ
以
降
の
生
活
ス
タ
イ
ル

の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
っ
た
。

　

す
べ
て
の
住
宅
に
ス
テ
ン
レ
ス
流
し

台
と
風
呂
、
水
洗
ト
イ
レ
も
完
備
し
て

い
た
。
団
地
に
は
最
先
端
の
住
宅
設
備

が
整
え
ら
れ
、
清
潔
で
明
る
い
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
々
は
団
地
に

入
居
す
る
こ
と
を
熱
望
し
た
。

　

だ
が
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
る
と
庶

民
に
と
っ
て
は
高
額
な
家
賃
が
並
ん
で

に
登
場
し
た
テ
レ
ビ
に
人
々
は
魅
了
さ

れ
た
。
プ
ロ
レ
ス
中
継
な
ど
を
見
る
た

め
、
テ
レ
ビ
の
あ
る
家
庭
に
人
が
集
ま

る
と
い
う
習
慣
が
定
着
し
て
い
た
。

　

人
気
番
組
「
事
件
記
者
」
が
始
ま
っ

た
の
は
58
年
の
こ
と
。
激
し
い
取
材
合

戦
を
繰
り
広
げ
る
新
聞
記
者
の
群
像
が

描
か
れ
、
最
高
視
聴
率
47
・
1
%
を
記

録
し
た
。
さ
ら
に
人
気
だ
っ
た
の
が
同

年
2
月
放
送
開
始
の
「
月
光
仮
面
」
で

あ
る
。
こ
の
番
組
は
最
高
視
聴
率
60
・

8
%
と
い
う
数
字
を
叩
き
出
し
、
放
送

時
間
帯
に
は
子
ど
も
の
姿
が
町
か
ら
消

え
る
と
言
わ
れ
た
。
何
と
か
番
組
を
見

よ
う
と
、
住
民
は
団
地
の
部
屋
か
ら
部

屋
を
行
き
来
し
た
と
い
う
。

　

白
黒
テ
レ
ビ
は
別
格
と
し
て
、
記
事

は
「
ダ
ン
チ
族
の
家
庭
電
化
は
か
な
り

高
度
に
進
ん
で
い
る
よ
う
だ
」
と
結
ん

で
い
る
。
だ
が
、
電
化
製
品
の
急
速
な

普
及
を
想
定
し
て
い
な
い
団
地
に
は
コ

ン
セ
ン
ト
が
足
り
な
か
っ
た
。
念
願
の

電
化
製
品
を
買
っ
て
も
近
く
に
挿
し
込

む
と
こ
ろ
が
な
い
。
コ
ン
セ
ン
ト
に
タ

コ
足
が
付
き
、
床
に
コ
ー
ド
の
束
が
這

っ
て
い
る
ほ
ど
、
電
化
が
進
ん
だ
証
だ

い
た
。
公
務
員
の
大
卒
初
任
給
が
約

1
万
円
、
銀
行
員
で
も
1
万
数
千
円
だ

っ
た
時
代
、
2
D
K（
43
㎡
）
の
部
屋

が
5
5
0
0
円
、
3
K（
49
㎡
）に
な
る

と
6
3
0
0
円
だ
と
い
う
。

　

高
度
経
済
成
長
に
よ
る
所
得
増
加
の

恩
恵
は
、
い
ま
だ
国
民
す
べ
て
に
行
き

届
か
ず
、
団
地
の
家
賃
は
気
軽
に
払
え

る
金
額
で
は
な
か
っ
た
。
50
年
代
の
庶

民
に
と
っ
て
、
団
地
に
入
居
す
る
の
は

一
種
の
ス
テ
ー
タ
ス
だ
っ
た
。

　

団
地
の
入
居
資
格
に
は
「
月
収
が
家

賃
の
5
・
5
倍
以
上
」
と
い
う
項
目
も

あ
っ
た
。
5
5
0
0
円
の
部
屋
に
入
る

に
は
、
3
万
円
以
上
の
月
収
が
必
要
と

な
る
。
当
時
、
月
3
万
円
を
稼
ぎ
出
す

の
は
然
る
べ
き
肩
書
き
を
持
っ
た
30
代

以
上
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
中
心
。
団
地

が
憧
れ
の
存
在
と
言
わ
れ
た
理
由
は
こ

こ
で
も
証
明
で
き
る
。

　

た
だ
、
当
時
の
資
料
を
見
る
と
、
時

お
り
「
闇
家
賃
」「
闇
相
場
」
と
い
う

単
語
が
登
場
す
る
。
住
宅
難
の
時
代
、

一
般
の
賃
貸
住
宅
は
入
居
者
の
足
元

を
見
た
割
高
な
物
件
も
多
か
っ
た
。
団

地
の
家
賃
は
闇
家
賃
よ
り
安
く
、
公
営

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

最
先
端
だ
っ
た
多
摩
平
団
地
も
、
40

年
が
経
過
し
老
朽
化
が
進
ん
だ
。
住
民

が
建
て
替
え
に
合
意
し
、
現
在
は
多
摩

平
の
森
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　

一
部
に
は
、
当
時
の
建
物
を
生
か
し

て
団
地
を
再
生
さ
せ
た
も
の
も
あ
る
。

敷
地
の
ゆ
と
り
を
活
用
し
て
専
用
庭
を

併
設
し
、
菜
園
や
貸
し
庭
を
設
け
た
フ

ァ
ミ
リ
ー
棟
。
1
階
の
壁
を
取
り
払
っ

て
キ
ッ
チ
ン
付
き
の
共
用
ス
ペ
ー
ス
と

し
、
2
階
を
個
別
の
部
屋
と
し
て
シ
ェ

ア
す
る
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
棟
は
若
者
に
人

気
だ
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
増
築
し
て
各

部
屋
に
呼
び
出
し
ブ
ザ
ー
を
付
け
た
高

齢
者
棟
で
は
、
1
階
の
食
堂
が
交
流
の

場
と
な
っ
て
い
る
。

　

団
地
の
再
生
に
よ

り
、新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
芽
が
生
ま

れ
た
。
高
齢
者
棟
の

イ
ベ
ン
ト
に
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
棟
の
若
者
が

参
加
す
る
な
ど
、
世

代
を
超
え
た
交
流
が

広
が
り
始
め
て
い
る
。
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多摩平団地のキャッチフレーズは「富士が見える」


